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第
二
章

港
湾
雇
用
安
定
等
計
画

第
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
港
湾
ご
と
に
、
港
湾
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
そ
の
他
の
港
湾
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
」
と
い
う

）
を
策

。

定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
当
該
港
湾
に
お
け
る
次
の
事
項
と
す
る
。

一

港
湾
労
働
者
の
雇
用
の
動
向
に
関
す
る
事
項

二

労
働
力
の
需
給
の
調
整
の
目
標
に
関
す
る
事
項

三

港
湾
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
並
び
に
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策

に
関
す
る
事
項

四

港
湾
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る
事
項

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
ほ
か
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
都
道

府
県
知
事
そ
の
他
関
係
行
政
機
関
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。


